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 【活動の基本情報】 
 参加学生数：3 名 
           （1 年生：1 名、2 年生：1 名、3 年生：1 名） 
 活動期間：2023 年 6 月～ 
 担当教員：八島雄士  
 

1．活動実施の経緯 

 色川地区は、40 年以上前から移住者受入を地域主体で
行ってきた中山間の集落です。９つの区からなる地区の

HUB（ヒトやモノが集まり、交流が生まれる場所）となっている「らくだ舎」を中心に、
①山里コミュニティのいま、②棚田などの地域資源や伝統的行事などの価値、③学生がで
きること、④中山間地域を残していく術（残していく必要があるのか含め）などを議論し
ながら考えることを活動の主眼としました。 
 

2．活動の内容 
 事前学習では、色川地区の歴史やらくだ舎を運営する想いなどを共有し、訪問する準備
としました。現地訪問では、らくだ舎視察のほか、買い物や食事に来られた方たちと会話
ができました。特に、訪問した６月は梅の時期で、梅ジュース作りや梅拾いなどを、他の
地域からお手伝いに来られた方たちと交流しながら体験できました。また、10 月には、小
阪区の宮祭りに準備から関わりました。小阪区は今でも地域行事が残っており、実際の雰
囲気を肌で感じながら、行事を継続する意味などを考える機会となりました。11 月には、
那智勝浦町内で開催された全国棚田サミットで、色川地区が出店したブースのお手伝いを
しながら、全国から来られた参加者と交流しました。最後に、１月には小阪区の燦々会（交
流・食事会）で活動報告しました。 
 

3．活動を通じて 
 今年度は３名（１回生、２回生、３回生、それぞれ１名）のメンバーで実施しました。
コロナ禍で途絶えていた燦々会での交流がようやく再開されました。また、地域に棚田が
あることの意味や、維持するための大変な労力を、身をもって知ることができました。結
果として、らくだ舎という「場」はもちろんですが、訪問した学生そのものが地域の方た
ちをつなげる HUB の役割を果たしているのではないかと思いました。  
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4．成果ポスター 
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和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 
テーマ： 中山間地域における地域ハブ(HUB)の役割と可能性を考える 

報告会の様子 
私たちは「中山間地域における地域ハブ(HUB)の役割と可能性を考える」のテーマの下、今
年度行った活動について発表した。初参加のメンバーがほとんどだったので、今年度は地域
ハブの役割と可能性を考えるための下準備として「那智勝浦町色川地区について知る」こと
に力を入れ、来年度に地域ハブの役割と可能性を考える活動を本格的に始めることを報告し
た。活動に対して好意的な意見を頂くことができ、学生のモチベーション向上を図ることが
できた。 
LPP 報告会全体としては、様々な LPP 間での交流が見られ、互いに良い刺激を与えること
ができたのではないかと感じた。ただ、交流会の時間が長く時間を持て余してしまう LPP が
多かったので、時間配分や実施方法については再度考え直す必要があると考える。 
 
報告会で頂いた質問 
① 来年度の活動はどのようなことを行う予定か 
→地域ハブの役割と可能性を考えるにあたり、那智勝浦町色川地区のキーワードは何かにつ
いて検証したいと考えている。具体的には、地域の方々が集う飲食店や宿泊所にノートを設
置し、利用した感想を書いてもらいそこからテキストマイニングを行うことを想定してい
る。しかしまだ確定したわけではないので、来年度のメンバー間で話を擦り合わせる必要が
ある。 
 
② 活動の拠点となった「らくだ舎」はどのような機能を果たしているか 
→喫茶店、図書館、書店と一つの施設で複数の事業が行われている場所。お客様と比較的近
い距離で交流することができ地域住民、移住者問わず集うことのできる空間としての役割を
果たしている。 
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